石清水灯燎華は、地域事業との連携を目指し、参拝者のより多い桜花爛漫の時期等、時期を変え年間を通し開催し、本年は新緑の季節に国宝に指定された壮麗な御本殿がライトアップされ、神主の案内により御本殿や文化財を参拝・拝観できる夜の特別な行事です。
石清水八幡宮は、僧行教が平安時代に創建し、以来国家鎮護の社として天皇・上皇の参詣が慣行となるなど信仰を集めました。とりわけ「八幡大菩薩」の神号があるように、神仏習合の色濃く日本人の信仰心の源流である「神も仏も」という、神仏和合のシンボルとしても発展していきました。
境内にある約４５０基の灯籠には武運長久やお家安泰などさまざまな願いが込められ、献灯には先人の崇敬の念と信仰心が表われています。エジソンと当宮の縁も深く、エジソンが商業化に成功した白熱電球のフィラメントは、京都府八幡市の竹を使用したものであります。
燈明から白熱電球そして、ＬＥＤと当宮に捧げられた人々の思いは姿を変えれども、祈りの形は変わることがありません。
そして本年は、地域の資源を生かし、持続可能な循環型のまちづくりを目指している滋賀県に本部を持つネットワーク組織「菜の花プロジェクトネットワーク」の奈良市の登録団体「宙塾（おおぞらじゅく）」より菜種油を奉納いただきました。
奈良市が中心になって取り組む「大和の国・菜の花エコプロジェクト」において地元の子ども達と一緒に菜種を栽培し、収穫した菜種油を社寺等へ「世界平和」「人類の幸福」「震災復興」を願って奉納することで、子ども達の自然を敬う心を育むとともに、地域の歴史や文化に興味を持ってもらうことを目的としています。
今回奉納された菜種油は、境内にて「世界平和」「人類の幸福」「震災復興」を祈願する燈明として使用します。
他にも献灯ろうそくや神宝・文化財の拝観・笛の奉納演奏等、国宝となって初の夜間ライトアップということもあり、昼間とは違った幻想的な空間を堪能することが出来ます。
【石清水灯燎華】

日時：平成28年5月4日（水・祝）　午後7時～午後9時まで

※雨天5日（木・祝）順延

 場所：石清水八幡宮

 御本殿拝観：￥1,000円（小・中学生￥500円）文化財拝観含

 献灯ろうそく一灯：￥500円

その他：笛奉納演奏　森田梅泉（神楽殿　午後7時・午後8時）
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